



　日本を含める諸国では XBRL による財務報告の経験およびそのデータが 10 年以上蓄積さ
れてきている。本論文は XBRL による財務報告の実態調査と実証研究を広範に収集し、レ
ビューを実施した。先行研究が使用した研究方法および仮説の違いにより、① XBRL の自












　先行研究の中には、文献レビューである Roohani et al.（2010）および Perdana et al.
（2015）が存在する。まず、Roohani et al.（2010）は 1998 年～ 2008 年の間に学術誌およ
び実務誌に公表された文献について時期別、国別に分布とトレンドを分析したものであり、
文献の内容および考察について検討しているわけではない。また、Perdana et al. （2015） は
2000 年～ 2014 年の間に学術誌に公表された論文をレビュー対象として、①ビジネスに与
える影響、②適用、③技術開発および④教育の 4 つのテーマで包括的にレビューした。しか
























　本論文は先行研究をそのテーマに基づき、① XBRL の自主適用、② XBRL による提出物
の質、③ XBRL による財務報告と資本市場、④ XBRL タクソノミと財務報告に用いられた
数値項目の 4 つのカテゴリに分類した。各分類の中で研究の流れにそって、関連する研究の
内容を紹介する。本論文の構成について、第 2 節は XBRL を簡単に紹介した上で、先行研
究において説明されている主要国における XBRL 適用経過をまとめる。第 3 節は先行研究
のレビューであり、第 4 節では本論文の内容をまとめる。
2．XBRL 適用をめぐる研究背景
2.1　XBRL による財務報告と日本における XBRL 適用
　XBRL（eXtensible Business Reporting Language）とは、各種事業報告用の情報（財務・
経営・投資などの様々な情報）を作成・流通・利用できるように標準化されたコンピュータ













TDnet と EDINET がある。証券取引所が運営する決算短信等の適時開示情報システムであ
る TDnet（Timely Disclosure Network）では、2008 年 7 月より第 3 次 TDnet が稼動し始め、
決算短信における XBRL データの提供が 2008 年より開始した。それに加えて、金融庁が運
営する金融商品取引法にもとづく有価証券報告書等の開示書類の開示システムである
EDINET（Electronic Disclosure for Investors’ Network）では、2008 年 2 月に「EDINET
タクソノミ（5）（2008-02-01 版）」が公開され、提出会社は当該 EDINET タクソノミを使用し
財務諸表等を作成することとなった。このような経緯から、日本企業を分析対象とした先行






　米国では、証券取引委員会（以下 SEC）が XBRL の適用を強制する前に、2005 年 3 月
から財務報告に XBRL の自発的適用（Voluntary Filing Program、以下 VFP）を許可した
（SEC, 2005）。その後、SECは報告書類に3年間にわたるPhase-In適用プロセスを設定した。
提出者は適用初年度において財務諸表だけにタグ付けすることが許され、2 年度目から注記
情報にもタグ付けすることが要求された。3 年間の Phase-In 期間は 2009 年から始まり、
Phase I では USGAAP による財務諸表作成かつ世界的に 50 億ドル以上の時価総額を持つ
企業が 2009 年 6 月 15 日以降に終了する会計年度の報告書類に XBRL を適用するとされた。
Phase II の適用企業は USGAAP を採用する企業の中で 7 億ドルから 50 億ドルまでの時価
総額の企業であり、2010 年 6 月 15 日以降に終了する会計年度の報告書類に XBRL を適用





（4） 多くの先行研究においても両者を区別していないことは Perdana et al.（2015）により指摘された。
（5） XBRL のタクソノミとは、XBRL タグ（要素）の属性を定義するものである。
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　中国における XBRL 適用について、Wang and Shen（2014）と Chen et al.（2017）を参
考にまとめる。中国では上場企業に対する全面的な強制適用を実施する前に、2003 年 12 月
に上海証券取引所は 50 社の上場企業に対して 2003 年度の財務報告に XBRL 適用を要求し
た。しかし、当時はこれらの提出書類は公表されず、その後、2009 年までにすべての上場
企業は 2008 年度の年次報告書に XBRL を適用し、報告システムを通して年次報告書を公開
することとされた。このような状況を背景として、中国企業をサンプルとする先行研究には、
2004 年を適用初年度に設定した Peng and Shon（2011）の研究と 2008 年を適用初年度に設
定した Chen et al.（2017）、Chen et al.（2015）および Wang and Seng（2014）の両方が存
在している。
3．文献レビュー
　本研究は研究方法および仮説の違いにより先行研究を① XBRL の自主適用、② XBRL に











　表 1 に示すように、Premuroso and Bhattacharya（2008）、Callaghan and Nehmer（2009）
は自主適用企業の財政状態および業績パフォーマンスを検証したが、統一的な結果が得られ









他社の XBRL 状況、サプライチェーンパートナーの XBRL 適用状況および監査法人からの



























































































　表 2 に示したように、Boritz and No（2008）、Bartley et al.（2011）、Debreceny et 
al.（2010）および Du et al.（2013）は、米国企業が VFP または強制適用の初期段階に提
出した XBRL ファイルの質を調査した。Boritz and No（2008）と Debreceny et al.（2010）
は、VFP 期間と強制適用の初期では情報の質に深刻な問題が存在すると指摘した。しかし、
後続の Bartley et al.（2011）と Du et al.（2013）は提出経験の蓄積にともない、エラー数
が有意に減少したことが明らかとなった。他国の状況については、Farewell et al.（2017）
と Markelevich et al.（2014）はそれぞれインドとイスラエル企業が強制適用初期に提出し
たXBRLファイルについて調査し、提出物の質に問題が存在したことを明らかにした。なお、
───────────
（6） Farewell et al.（2017）によれば、インドでは 2011 年 5 月 18 日から世界的に初めて XBRL ファイル
の提出に当たって会計士による監査証明が必要とされた。





























さらに、Kaya and Pronobis（2016）、Chen et al.（2015）および Wang and Seng （2014）で
は、情報の透明性の向上に伴い、情報の非対称性が緩和され、負債コストおよび資本コスト
が有意に下落し、外国人投資家の持株比率が上昇したことが判明された。坂上・朴（2007）
は XBRL 自主適用企業の外国人持株比率が上昇したことを示し、資本コストについて Chen 





















（8） Kaya and Pronobis（2016）によれば、ベルギーにおいて 2006 年から XBRL による財務報告が進められ、
95％の非上場企業は自主的に XBRL による財務報告が行われている。















Chen et al.（????） 中 国 企 業、????年 ～
????年
　XBRL 適用後に資本コストが有意に下落した。









































Yen and Wang （????） 米 国 企 業、????年 ～
????年
　Phase I の適用ではなく、Phase II と III の適用企業の
決算発表に対する市場反応（利益サプライズと異常株式リ
ターンの関係）が有意増加した。









刻まで追跡した Cong et al. （2014） は異常な売買高と Bid-ask スプレッドが増加するという
結果を提示した。すなわち、それは情報の効率性は高まったが、Bid-ask スプレッドの結果
は情報の非対称性が緩和されていないという結果であり、Geiger et al. （2014）の結果と整
合的でない。
　このような結果について、Blankespoor et al.（2014）と Yen and Wang （2015）は適用前
後の比較を行う際に、適用以降の期間を分けて分析した。Blankespoor et al.（2014）は、
Phase I の直後には大規模な投資家（機関投資家）は XBRL に対する学習の資源が豊富であ
るため、小規模な投資家より XBRL の便益を獲得でき、情報の非対称性が拡大されること






and Wang （2015）は Phase I 適用企業は規模が大きく、投資家に注目されやすい特徴があ
るため、そもそも XBRL 適用の効果も限られることを提示し、Phase I の適用ではなく、
Phase II と III の適用企業の決算発表に対する市場反応（利益サプライズと異常株式リター
ンの関係）を分析したところ、統計的に有意に反応が増加したことが明らかになった。



































る可能性がある。Amin et al.（2018）と Shan et al.（2015）はそれぞれ、監査報告書と利
益発表のタイムラグが短くなり、企業が負担する監査費用が低くなったとの結果を提示し
た。さらに、アナリストにとって、XBRL の適用は 2 つのメリットが考えられる。ひとつ
は財務情報の収集コストを低下させること、ふたつは企業特有の情報内容（項目）に対して、
タクソノミを通じて理解を促進することである。Ly（2012）、Liu et al.（2014）および、
Felo et al.（2018）はこれらの効果を検証した。Ly（2012）、Liu et al.（2014）は XBRL
適用後に、企業ごとのアナリストフォロー数が増加したとの結果を提示し、Liu et al.（2014）



























Shan et al.（????） 米 国 企 業、????年 ～
????年











































　表 6 に示すように、Bonsón et al.（2009）、Valentinetti and Rea（2012）、Valentinetti 











　また、Chychyla and Kogan（2015）は米国企業を分析する際にしばしば利用される Com-
















Bonsón et al.（????） IFRS を適用している






























XBRL フ ァ イ ル と
Compustat に収録され







（12） Valentinetti and Rea（2011）、Valentinetti and Rea（2012）によれば、イタリアは 2009 年から非上場




































米 国 企 業、????年 ～
????年
　XBRL ファイルに出現したタグ数を財務報告の複雑性
















































② XBRL 提出物の質、③ XBRL による財務報告と資本市場および④ XBRL タクソノミと










しかし、XBRL の適用に関する研究については XBRL の適用が企業内部の情報管理をどの
ように変化させたかは XBRL 導入に関していまだに残されている課題であり、興味深いテー
マといえよう。











































ことである。現状では、主要な XBRL 適用国において全面適用から 10 年ほど経過し、
XBRL による財務報告の経験が蓄積されてきた。情報の非対称性がいかに緩和されるかに
注目する、XBRL 適用の効果を評価する研究が進められる。それとともに、XBRL 従来の
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